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野草スケッチ ヌマトラノオ（サクラソウ科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1996/08/02  稲城市坂浜   絵と文 Ｔａ 

 

ヌマトラノオはオカトラノオの兄弟である。 

オカトラノオが林縁、道路わきなど比較的乾いた草むらに生えるのに対し、ヌマ

トラノオは沼や休耕田などの湿ったところに咲く。 

田んぼの中や水路脇の畦も好きな環境に違いないが、しょっちゅう草刈が行われ

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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る環境でもあるため、ヌマトラノオのような、ある程度大型の草は育つことがで

きない。 

田んぼの畦で咲いているのを見たことがあるが、そこだけ草刈を除外してあった。

なんとも粋なはからいに、いたく感激した。 

 

このスケッチを行ったのは、清水谷戸であった。 

清水谷戸は稲城市内としては湧き水が多い。 

奥は休耕田になっていて、そこまで入るには長靴が要る。 

休耕田は思いがけない植物が出てくることもあり、観察ポイントとしては面白い。 

ただし、年々状況が変わるし、それに伴って植物の種類も変化する。 

谷戸の奥、長靴なしでかろうじて入れるあたりにヌマトラノオが咲く。 

 

ヌマトラノオは穂が垂れずに直立する。 

そこがオカトラノオとの区別のポイントである。 

穂の長さはオカトラノオよりも短いが、凛とした草姿だ。 

イネ科の群落に飲み込まれそうになりながらも、精一杯に上を目指して咲いてい

る。 

 

清水谷戸の畑で耕作していたおじいさんと、長々と立ち話をしたことがあった。 

おじいさんから聞いた話のうち、今も印象に残っているものを並べてみる。 

・かつて鶴川街道沿いに製材所が３つほどあった 

・村で必要な材木は村の山から切り出していた 

・いまは輸入材ばかりで、山の木を利用する人はいない 

・ヤマの手入れは冬に行った。雑木林も何年に一度皆伐した 

・いま、そんな手入れをする人はいない 

・篠竹（アズマネザサ）と藤蔓（蔓植物の総称）ばかりはびこっている 

・以前は、林の中にきれいな花がたくさんあった 

・こんなに荒れてしまっては、花も咲かない 

・小川には、かつてホタルもいたが、ゴルフ場からの排水が流れ込んで、だめに

なった 

 

私自身、まだ雑木林の生態については、あまりわかっていないころであった。 

おじいさんの話は、雑木林の変遷や、ヤマのありかたといったことにたくさんの

示唆を与えてくれた。 

単に植物を見て、名前を調べるだけの観察から、まわりの樹木、地形などの環境
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にも関心を持つようになった、一つのきっかけでもあった。 

 

現在、清水谷戸には「事業予定地・東京都」という看板が立てられている。 

（看板の奥は立ち入り禁止） 

いずれ都立の自然公園として衣替えすることになるらしい。 

やたら小奇麗な花を植えたりして植生を壊すことがないよう、市にはお願いして

いるが、実際に公園化されたら、どう変わってしまうか、予断を許さない。 

帰化植物も、どかどかと入り込んできそうだ。 

ただ、今よりは手入れも行われるようになるであろうし、荒れ放題の山も、おじ

いさんが昔見たような環境に変貌することを期待したいと思う。 

（２０００年７月記） 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

〔観察記録〕６月６日 寺家（じけ）ふるさと村 

当日は雨の予報。それでも鶴川駅に集まって来たのは２９名でした。スタート

の１０時頃は雨だったので、鶴川駅から三輪までバスに乗り距離を少し稼ぎまし

た。三輪は下見の時休憩した「妙福寺」のすぐそばで、ここからの出発です。こ

こから寺家ふるさと村までは一本道です。結構車の往来が激しいのにはびっくり

しました。 

ほぼ下見と同じコースで歩きました。熊野神社ではウツボグサの紫の花がきれ

いでした。ここで昼食を取り、午後からは天候も回復し晴れ間が見えて来ました。

大池のそばに来ると多分ボランティアの方たちでしょう田植えの真っ最中でした。

予定していた田圃周りも草刈りをされており、あぜもちゃんと作られていたので、

今回はちょっと見て歩くだけにとどめました。 

このコースでは結構色々な植物を観察することが出来ました。時期を変えて観

察するのもいいのではないでしょうか。 

次回はバスハイクのあと、７月４日の真鶴です。またお会いしましょう。(FAM) 

 

▲観察記録（番号順） 

(01)コウモリカズラ、(02)スイカズラ(花)、(03)セリバヒエンソウ(花)、(04)ド

クダミ(花)、(05)コモチマンネングサ(花)、(06)ボケ(実)、(07)ヤマイヌワラビ、

(08)マスクサ、(09)アオカモジグサ、(10)カラムシ、(11)ムクロジ、(12)モミ

ジイチゴ(実)、(13)ヤワラスゲ、(14)テリハヤブソテツ、(15)シロヤマブキ(実)、

(16)ゼニアオイ(花)、(17)シラカシ、(18)ウラジロガシ、(19)ヤマハゼ、(20)

ムラサキシキブ(蕾)、(21)ヤブムラサキ、(22)イヌワラビ、(23)ヒメシダ、
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(24)クサギ、(25)ヘビイチゴ(実)、(26)ヤブヘビイチゴ(実)、(27)メヤブマオ、

(28)コスミレ（花終り）、(29)ミドリヒメワラビ、(30)アオイスミレ、(31)カモ

ジグサ、(32)ヤマハッカ、(33)ノササゲ、(34)サワフタギ、(35)ケキツネノボ

タン(花)（実）、(36)ゼンマイ、(37)クサイ、(38)フタリシズカ(実)、(39)クラマ

ゴケ、(40)ノアザミ(花)、(41)シシウド、(42)ツルニンジン、(43)シオデ、(44)

ヤマユリ、(45)オニタビラコ、(46)コバノカモメヅル、(47)ホタルブクロ(蕾)、

(48)ミゾシダ、(49)ノダケ、(50)ウシハコベ(花)、(51)コウゾリナ(花)、(52)

アキノノゲシ、(53)センニンソウ、(54)マグワ(実)、(55)ウグイスカグラ、(56)

マユミ(実)、(57)ナワシロイチゴ(花)、(58)クリ(花)、(59)ヌルデ、(60)ワレモ

コウ、(61)ナルコユリ(花)、(62)ミズタマソウ、(63)タカトウダイ、(64)ノイバ

ラ、(65)ヒヨドリバナ、(66)カワラスゲ、(67)ヤマホトトギス、(68)ノダケ(花)、

(69)オカトラノオ、(70)ユウガギク、(71)アレチギシギシ、(72)ミズヒキ、(73)

アキノタムラソウ、(74)ウド、(75)コゴメウツギ、(76)ジュズスゲ、(77)イノ

モトソウ、(78)ヤブジラミ、(79)アカネ、(80)コボタンヅル、(81)ゲジゲジシ

ダ、(82)ヤマカモジグサ、(83)ウツボグサ(花)、(84)キツネノボタン、(85)タガ

ネソウ、(86)ヒメヨツバムグラ、(87)ミツデウラボシ、(88)アオツヅラフジ、(89)

タチシノブ、(90)ハリギリ、(91)ヒメハギ、(92)ヤマオオイトスゲ、(93)ウラ

ジロチチコグサ、(94)タチチチコグサ、(95)チチコグサ、(96)コナスビ(花)、(97)

ヌカボ、(98)ヤハズソウ、(99)オヤブジラミ(花)、(100)カラスビシャク、(101)

オオアワガエリ、(102)ホシダ、(103)ナタネコウゾリナ？？？(花)、(104)オカ

トラノオ(蕾)、(105)トキリマメ、(106)アズマネザサ、(107)オケラ、(108)

シラヤマギク、(109)カモガヤ、(110)ササバギンラン、(111)ヤマニガナ、(112)

サジガンクビソウ、(113)シロキクラゲ、(114)ウマノミツバ(花)、(115)コウヤ

ボウキ、(116)ヤマザクラ、(117)タマノカンアオイ、(118)キクバドコロ、(119)

アオイスミレ、(120)ハンショウヅル、(121)ヤマツツジ、(122)ハエドクソウ、

(123)オオカモメヅル(蕾)、(124)ニガクサ、(125)ナガバノスミレサイシン、

(126)タツナミソウ(花)、(127)リョウメンシダ、(128)フジカンゾウ、(129)

ハリガネワラビ、(130)ツクバキンモンソウ、(131)ダイコンソウ、(132)アゼ

ナルコスゲ、(133)カズノコグサ、(134)コウホネ(花)、(135)スズサイコ、(136)

ネコハギ、(137)ニガキ、(138)ヤマハゼ(実)、(139)ヒメコウゾ、(140)チダケ

サシ、(141)オトギリソウ、(142)カニクサ、(143)ウツギ(花) 

 

▲ナタネタビラコ 

記録の「(103)ナタネコウゾリナ？？？」ですが、平凡社の「日本の帰化植物」

で確認したところ、ナタネタビラコのようです。
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「ヤブタビラコ属。荒地や路傍に生える一年草。高さ 10～70cm。茎葉下方に

細かい縮れた毛があり、上方は無毛で分枝し、大きな花序をつける。・・・・原産

地ヨーロッパ」となっています。 

 

ナタネタビラコの下方の葉と花です。 
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〔行事予定〕2009/７/４（土） 真鶴 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、ＪＲ東海道本線真鶴駅 改札口付近 ※会旗目標 

ＪＲ東海道本線真鶴駅の改札口は一個所だけです 

交 通 ＪＲ東海道本線（またはＪＲ湘南新宿ライン）をご利用下さい 

小田原まで小田急線を利用すれば安上がりです 

真鶴駅発ケープ真鶴行１０：００のバスに乗ります 

真鶴駅発ケープ真鶴行０９：３０のバスで先行して、お林展望公

園で待合せも出来ます 

真鶴駅には１０：１５くらいまで世話役がいます 

行く先 

（解散場所） 

真鶴遊歩道散策（真鶴駅 ｐｍ４時頃解散予定） 

 

見所 

 その他 

海岸の植物、マヤラン 

 

地 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース 真鶴駅（１０：００）…（バス）…中川一政美術館→十字路→森

林浴遊歩道（ムラサキニガナ）→番場浦遊歩道→潮騒遊歩道→海

岸で昼食→ケープ真鶴→お林遊歩道→十字路 →灯明山→十字路

（戻る）→中川一政美術館（お林展望公園）…（バス）…真鶴駅  

コースは天候その他により変更する場合があります 

ご用のある方は途中で抜けても構いません 

※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円。
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〔行事予定〕200９/７/26（日） 駒沢学園周辺 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、京王相模原線稲城駅 改札口付近 ※会旗目標 

稲城駅の改札口は一個所だけです 

交 通 京王線調布駅から相模原線橋本行快速または各停で４駅目 

多摩モノレールの場合、多摩センター駅で京王線に乗換えて３駅目 

小田急線の場合、永山駅、または多摩センター駅で京王線に乗換え 

稲城駅には急行は停まりませんのでご注意ください 

行く先 

(解散場所） 

稲城市坂浜地区、清水谷戸（下の地図を参照ください） 

京王相模原線稲城駅 ｐｍ４時頃解散予定 

見所 

 その他 

コースの途中何ヶ所かでツリフネソウが見られます。駒沢学園構内

ではオケラもあると思います 

地 図  

 

 

 

コース 稲城駅→百村→駒沢学園・学園広場→清水谷戸→高勝寺→稲城中央

公園→百村→稲城駅（解散） 

行程５～６ｋｍ、多少のアップダウンがあります（標高差１００ｍ

以下） 

コースは天候その他により変更する場合があります 

ご用のある方は途中で抜けても構いません 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円



 - 8 - 

〔行事予定〕200９/８/22（日） 大丸用水 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、ＪＲ南武線・南多摩駅 改札口付 ※会旗目標  

改札口は一個所だけです 

交 通 南武線はＪＲ川崎駅と立川駅の間、多摩川に沿って走っています  

南多摩まで川崎から約４５分、立川からは約１５分（乗換えなし） 

電車は１０分程度の間隔で運行されています（すべて各駅停車） 

行く先 

(解散場所） 

ＪＲ南多摩駅 → ＪＲ矢野口駅（下の地図を参照ください）  

矢野口駅にてｐｍ４時頃解散予定 

見所 

 その他 

多摩川の大丸堰近くでは奥多摩から流れ着いたと思われるナンバン

ハコベが見つかるかもしれません 

水辺の環境と、畑・路傍などの乾燥地とで植生がどう違っているか、

観察するのも面白いと思います  

大丸用水については、野草スケッチ「ミゾソバ」のエッセーを参照

してください 

http://homepage3.nifty.com/inagiyasou/essay/e087.htm  

地 図  

 

コース 南多摩駅～大丸堰～南多摩駅裏～大丸自治会館（庭で昼食）～踏切

１～踏切２～広場（休憩）～矢野口駅（解散）  

行程５ｋｍ程度、アップダウンはありません  

コースは天候その他により変更する場合があります  

ご用のある方は途中で抜けても構いません 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円 

★是非一度稲城野草散策の会ＨＰをご覧下さい。 

  http://homepage3.nifty.com/inagiyasou/

 


